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1.　女児服の寸法・形態を設定する場合，平均的な形

態発達とともに，個体の発達の様相を考慮に入れ る必要

があると思う。

2.　昭和30 年 ４月 小学校に入学し た女児40 名につい

て，毎年 ９月身 体計測 を行 ない， 中学校３年 まで連続 ８

年 間個体の追跡 を試 みた。項 目は身 体比例に関係のある

10項目と，衣服寸 法に関係のある10項 目， 合計20項目で

あ るが，今回はそ の う ち の身長 とゆき（袖丈 十背肩 幅

/2）につい て観 察し た。

3. 主な成績は次 のようであ る。

(1）8 年間の身長増加については，平均値40.3cni, 変

異係数6.68, ゆき増加 につい ては，平均値19.2cm,

変異係数9.61 であ る。

（2） 身長・ゆきの２項目と 払 小学校１年時 と８年間

の増加量との相関は無相関に近い。

(3) 身 長・ゆきの２項目と 乱 平均値ではすなおな曲

線を示 すが， 各個体の発達曲線 は強い 個性を示 す。


